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今問題となる放射線による健康への影響は、積算線量が 100mSv 以下の場合である。放射線被ばく

による発がんの確率は、被ばくした器官・組織の種類や、被ばくしたときの年齢などによって異なり、潜伏期

間が数年から数⼗年に及ぶため放射線被ばくとの因果関係が不明瞭であり、⾃然発⽣のがんとの区別

が難しい。がんの⾃然発⽣の要因には、たばこ、紫外線、⾷品、⾷品添加物、アルコールなどがある。 

しかし、住⺠避難などの放射線防護の観点から、上図のように、国際放射線防護委員会（ICRP）は

100mSv 以下でも直線的に致死性がんの確率が増加すると仮定した。これは、あくまでも⽬安とするもの

で科学的根拠はない。放射線防護の観点からこの勧告などを適⽤する場合には、国際放射線防護委

員会（ICRP）の勧告に従い、①被ばくのもたらす⾏為の正当化、②防護処置の最適化、③個⼈被

ばくの線量限度による制限、の 3 点について住⺠に対する⼗分な説明が必要である。 

積算線量とは何年分か？放射線業務の男性従事者は、単年最⼤ 50mSv で 5 年間の積算線量が

100mSv を超えないことが規定されている。放射線防護の観点からは、低線量の健康への影響が定かで

ないことから、なるべく被ばくしないようにとのことから 1mSv/年以下とされている。しかし、今回のような事故

で 1mSv/年が困難な状況では、国際放射線防護委員会は、緊急事故後の復旧時には 1〜20 

mSv/年とし、⻑期的には 1mSv/年以下を⽬指すことを定めている。 

現状では、福島原発から放射性物質はほとんど放出されておらず、また、放射性ヨウ素は事故以降 5 ヶ

⽉以上経過しているので、体内に蓄積した放射性ヨウ素は放射性でない希ガスに替わり体外に出ており、

また放射性ヨウ素の残量はほとんど 0 である（放射性ヨウ素の半減期は約 8 ⽇なので、160 ⽇経過で

(1/2)（１６０／８）となる）。従って、今後の飲⾷物の摂取による放射性ヨウ素の健康への影響は考えなく

てよい。 

 

引⽤元 
・放射線医学研究所；放射線被ばくの影響

http://www.nirs.go.jp/information/info.php?i13 

・フリー百科事典ウィキぺディア；国際放射線防護委員会 ICRP 
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E6%94%BE%E5%B0%84%E7%B7%9A%E9%98%B2%E8%AD%B7%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A 

 ・帝京⼤学医学部中央 RI 室；放射線の⼈体への影響          

http://www.med.teikyo-u.ac.jp/~ric/html/index.html 

 


